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�．問題と目的
青年期とは，多くの点でストレスを感じやすい時期といわれる。しかし，様々

なストレスフルな出来事に出逢い，そこで新しい役割を獲得していく時期でも

ある（Aldwin，２００７）。そのため，自らが遭遇するストレスとうまく向き合い，

上手に悩み自らの課題を解決したり，折り合いをつけたり，時には抱えていく

といった力が必要になってくる。しかし，現代青年のあり方の特徴として，「悩

めないこと」や「抑うつ感」の存在が挙げられている（苫米地，２００６）。悩むこ

との積極的な意味や価値が失われ，悩むことが新たな発展へのバネになりにく

いという現代青年の生きづらさが指摘されている（苫米地，２００６）。すなわち，

大いに悩むことが特権ともされる青年期に，自らの悩みに向き合って生き生き

と悩むことが難しくなってきた青年像が浮かび上がる。

このような現代青年の心的背景を理解するために，現代青年にとっての「身

体への態度」という視点から考えてみる。ここで言う「身体への態度」とは，

自らの身体や身体感覚をどのように受け止め感じているかという「感じ方」や

「捉え方」といった意識的態度として用いる。

さて，私たちが内的な身体感覚を適度に感じられるということは，私たちに

西南学院大学 人間科学論集 第１０巻 第２号 ８１―９４頁 ２０１５年２月



一種の実存感，あるいは自己感を与え（市川，１９７５），日常における私たちの行

動や判断を助けるものとなる（Fisher，１９７３／１９７９）。しかし，知性に重きが置

かれる現代，私たちの日々の生活は“「身体を生き」損なっていることが多く，

そのためにストレスがたまっている”（河合，２０００）傾向にあると言える。斎藤

（２０００）は，今の私たちの生活では，身体の中心感覚あるいは中心軸の感覚が

喪失されてきていると述べている。また，山口（２００２）は身体感覚が弱くなっ

てしまったことから，無意識のうちに身体感覚を求めて奇異な行動をする若者

が増えているのではないかと指摘している。例えば，アルコールや薬物は，身

体感覚を覚醒させることで自分の存在感を確認できるとその効用を述べてお

り，またリストカットは身体を痛めたりすることで自分を取り戻す行為にもな

りうるとし，身体感覚の弱さとリストカットの関連を指摘している（山口，

２００２）。このような青年期に見られる心理的危機は，決して臨床群のみに当て

はまることではなく，現代の青年にとって，身近に感じられている危機ではな

かろうか。

そこで，井上（２０１１）は，大学生を対象に「身体への態度」と，日常生活で

気がかりなことについて“悩む”ことをどのように捉えて感じているかという

「悩むことに対する意識性」との関連を調べるために質問紙調査を行った。そ

の結果，自らの身体感覚を大切にしたり，身体の力を意識的に抜くなどリラク

セイションを心掛ける態度を持つ人は，「悩むことは自分を成長させてくれる」

など，悩むことを肯定的に捉えているという傾向が示された。また，抑うつ感

と内容の類似した「精神衰弱」と「身体への態度」との関連についても示さ

れ，外見的身体や身体の不調に過度に囚われやすい人は，精神衰弱が高いこと

が示された。

本研究では，井上（２０１１）の大学生を対象とした調査から，高校生に焦点を

当て，高校生の「身体への態度」と「悩むことに対する意識性」との関連につ

いて検討する。高校生という時期は，青年期前半（思春期）から青年期後半へ

の移行期でもあり，子ども世代から大人世代へと移行し始める時期である。清

水（１９９２）は，思春期について“はじめて自分自身と向かい合う”時期と述べ，

“からだの変化，心の変化，内をみつめることによってはじめて知った己の姿
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とそれなりに折り合いをつけ，そしておとなになっていかなければならない”

とその特徴を述べている。特に，この時期は，「わが身体」の誕生，あるいは

「わが身体」との最初の出会いのときとも表現されるように（笠原，１９７７），自

分の身体とどう向き合うかも一つの課題となる。高坂（２００８）は，自己の重要

領域と劣等感の発達的変化との関連について質問紙調査を行っている。その結

果，中学生では知的能力を重要領域と捉えているのに対して，高校生では外見

的・身体的魅力を重要領域と見なし，自分の容姿を魅力的であると評価できな

いという外見的身体に関する劣等感を持ちやすいことを指摘している。そし

て，大学生に移行するにつれ，自己の成熟が重要領域となり，劣等感は低下し

ていくという発達的変化を示している。Brausch & Muehlenkamp（２００７）は，

一般高校生を対象に身体への関わり方と抑うつ感，絶望感及び過去の自傷行為

と自殺観念との関連について調査を行っている。その結果，男女ともに身体へ

の否定的な態度や感情が，抑うつ感や絶望感といった，これまで指摘されてき

た要因よりも，自殺観念の予測因子となりうることを報告している。また，身

体へのいたわり（body care）も男女ともに自殺観念の予測因子となりうると

述べ，身体へのいたわりが欠如するということは，潜在的に自分の身体を傷つ

ける機会を増やしてしまうと指摘している。このように，高校生という時期は，

自らの身体の変化に伴い，外見的身体への意識が高まると同時に，自己の内面

にも意識を向けるようになり，自分自身と向き合う作業が必要とされる。それ

ゆえ，自らの「身体」をどう捉え，その変化を受け入れていくかという心的作

業は大きな意味を成すと考えられる。したがって，高校生においても，自らの

身体をどう捉えるかといった「身体への態度」と，悩むことに対する意識性と

は関連があることが予想される。しかし，高校生と大学生とでは身体への向き

合い方，捉え方の様相はやや異なるのではないだろうか。

そこで，本研究では高校生を対象に「身体への態度」と「悩むことに対する

意識性」の関連について質問紙調査を行い，井上（２０１１）における大学生を対

象とした質問紙調査の結果と比較を行うことで，高校生から大学生にかけての

心理的な発達過程を探索的に捉えることを目的とする。
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�．方法
１）対象者

A高校及び B高校の生徒９６名（男４７名，女４９名。平均年齢１７．０６歳）。

学年の内訳は２年生７４名，３年生２２名であった。

２）質問紙

（１）「高校生版身体への態度尺度」：井上（２０１１）の「身体感覚への態度尺

度」をもとに，調査実施校の担任教師に，高校生での使用に耐えられる内容で

あるか検討を依頼し，その上で項目を加筆・修正し作成した。フォーカシング

的態度（福盛・森川，２００３）のような“身体感覚を大切にする態度”，“リラク

セイション（自己弛緩）を大切にする態度”，“外面的身体に囚われている態

度”，“体調に過度に囚われている態度”という４領域の意識的態度から成る。

全２５項目の質問から成り，６件法で尋ねた。

（２）「悩むことに対する意識性尺度」：井上（２０１１）の「悩むことに対する意

識性尺度」をそのまま用いた。本尺度は，現在最も気がかりだと感じているこ

とについて，その内容（対人関係，性格，学問，進路，その他）を一つ選択し

てもらい，「その気がかりなことで悩むことは自分を成長させてくれる」，「そ

の気がかりなことについて悩むことで他人の立場を考えられるようになってき

ている」など主に肯定的に意味づける“悩むことへの肯定感”因子（５項

目），「その気がかりなことで悩むことは，疲れるばかりだ」，「その気がかりな

ことについて悩むことは苦痛にしか過ぎない」など苦痛なこととして意味づけ

る“悩むことへの否定感”因子（４項目）から成る。全９項目から成り，６件

法で尋ねた。

（３）「現実不適応感尺度」：井上（２０１１）の調査時と同様に，青年期の危機尺

度（長尾，２００７）の中から，“実行力欠如”（３項目）（A水準，青年期の心の葛

藤）及び“精神衰弱”（４項目），“身体的疲労感”（３項目）（B水準，青年期

の不適応）に関する３領域を引用し，各サブスケールに含まれる全質問項目を

そのまま用いて作成した。本尺度は，妥当性，信頼性の検討が十分になされて

おり，サブスケールごとの平均値を算出し，その平均値から青年の特徴を捉え

ることも可能とされている。全１０項目から成り，６件法で尋ねた。
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３）手続き

担任教師に実施を依頼した。調査はクラス単位で行われた。

�．結果と考察
１．高校生版身体への態度尺度の因子分析

主成分分析による抽出を行った結果，２因子解を適当と判断した。累積説明

率は５１．０３％であった。第１因子は，「からだの感じに気づくことは，考える

ことと同じぐらい自分にとって大切だと思う」，「からだに注意を向け，からだ

からのメッセージを受け取ろうとしている」など，自分のからだの感じを尊重

するような意識的態度に関する内容であり，「からだへの尊重感」因子とした。

第２因子は，「からだの調子が悪いと，そこばかりに注意が向いてしまう」，「常

に自分の姿が他人にどのように映っているか気になる」など，からだの不調や

他者から見た自分の容姿や顔つきといった外面的身体への囚われに関する内容

であり，「体調と外面的身体への囚われ」因子とした。得られた尺度の各下位

尺度について，Cronbachの α 係数を算出した。その結果，第１因子が．７１，

第２因子が．８１という十分に高い数値であった。項目は最終的に１５項目と

なった（表１）。

井上（２０１１）の大学生の結果では，第１因子として「からだへの尊重感とリ

ラクセイション」因子が抽出され，「日常生活の中で意識的に，自分のからだ

の感じを大切にしている」といったからだの感じを尊重するという意識的態度

のみならず，「深呼吸などをして自分で気持ちを静めることがある」，「日常生

活の中で，重要な場面では，からだの力を抜くように心がけている」といった

リラクセイションを心掛ける積極的態度に関する項目も含まれていた。しか

し，本調査における高校生の結果では，このようなリラクセイションを心掛け

る態度に関する項目は含まれず，からだの感じを大切にするという「からだへ

の尊重感」に関する内容のみの因子となった。すなわち，からだの感じを大切

にしようとする態度と，積極的な自己制御となりうるようなリラクセイション

を心掛ける態度との間に連続性が見られず，高校生においては日常において力

を抜くなどして身体をコントロールしようとするような自己制御感は，まだあ
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まり意識化されていない様子が窺えた。

第２因子として，本調査では“からだの調子への囚われ”と“外見的身体へ

の囚われ”の両側面が混在した，「体調と外面的身体への囚われ」因子が抽出

された。一方，井上（２０１１）の大学生の結果では，「からだの調子への囚われ」

と「外見的身体への囚われ」とは，因子が分かれて抽出された。つまり，高校

表１ 高校生版身体への態度尺度の因子負荷量（バリマックス回転後）

項 目 第１因子 第２因子 共通性

F1「からだへの尊重感」（α＝．７０９）

１２．からだの感じに気づくことは，考えることと同じぐら
い自分にとって大切だと思う

．８７５ －．１１９ ．７７９

２５．からだの感じを味わうことは，考えることと同じぐら
い自分にとって大切だと思う

．８６０ －．０３８ ．７４１

８．日々の生活の中で，からだの感じに気づくことは，自
分にとって大切だと思う

．７５３ ．０２４ ．５６７

１９．言葉にはなりにくいからだの感じに触れることは自分
にとって大切だと思う

．６６８ ．１１８ ．４６０

２３．からだに注意を向け，からだからのメッセージを受け
取ろうとしている

．６１４ ．１９９ ．４１７

２２．自分のからだについてはあまり意識しないほうだ
（※）

－．５９８ －．１９１ ．３９４

１６．日常生活の中で，意識的に自分のからだの感じを大切
にしている

．５６２ ．３１９ ．４１８

４．日常生活の中で，自分が緊張しているときは緊張状態
を意識する

．５５２ ．１５６ ．３２９

F2「体調と外面的身体への囚われ」（α＝．８１４）

２．からだの調子が悪いと，そこばかりに注意が向いてし
まう

－．０１５ ．７４８ ．５５９

１０．からだの調子が気になって，物事に集中できないこと
が多い

．０２０ ．７４３ ．５５３

６．自分のからだの不調にこだわってしまう ．２２７ ．６９９ ．５４０

１１．常に自分の姿が他人にどのように映っているか気になる ．２９５ ．６８７ ．５５９

１５．人と会うとき，自分の顔つきが気になる ．２６７ ．６４９ ．４９２

７．人前で何かをするとき自分の姿が気になる ．２５７ ．６２３ ．４５４

１８．友人と一緒にいるときに，顔がこわばったり，赤くなっ
たり，緊張したりする

－．２１８ ．５８６ ．３９１

説明分散 ４．１９７ ３．４５８ ７．６５３

※は逆転項目
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生は大学生に比べると，体調や身体の緊張感といった“内的な身体状態”を意

識する感覚と，他者から見られる身体という“外的な身体状態”を意識する感

覚とが類似して体験されており，明確な違いを以て認識されていないあり様が

窺えた。

これらの結果から，高校生は身体への肯定的な感覚（本研究では「からだへ

の尊重感」）と否定的な感覚（「体調と外面的身体への囚われ」）との違いは意

識されているが，例えば身体の不調感と外見的身体への囚われ感といった微妙

な感覚の違いは，大学生のように明確化して意識されていない様子が窺えた。

このような身体感覚の分化は高校生から大学生への移行期に発達していくので

はないかと考えられた。すなわち，身体に大きな変化が起こっており，それを

自ら受け入れていく途上にある高校生は，自分の身体感覚に意識を向けること

も多くなると考えられるが，その微妙な感覚の違いまではよく理解できていな

いという曖昧な身体感覚が体験されている様子が窺えた。Kroger（２０００／２００５）

は，“１０代の終わりぐらいまでには，自己の身体感覚は安定してくる。青年後

期の人々は，自分の身体的特徴や身体的能力の強さや限界に気づき始め，それ

らが変化する可能性があることや，それらを受容し天分とみなさなければなら

ないことに気づくようになる”と説明している。本研究において高校生と大学

生における身体への態度の因子構造の違いが見られたことも，Kroger（２０００／

２００５）が指摘したような身体感覚の安定，またその理解が進むという発達過程

を示すのではないかと考えられる。

２．高校生における「身体への態度」と「悩むことに対する意識性」の性別に

よる比較検討

「高校生版身体への態度尺度」について各因子得点を算出し，因子ごとに性

別による比較検討を行った。その結果，「体調と外面的身体への囚われ」因子

で男子が女子よりも有意に得点が高かった（t（９４）＝２．８５，p＜．０１）。すなわち，

体調と外面的身体への意識が男子の方が女子よりも高いことが示唆された。こ

れは，「外面的身体への囚われ」因子で女性が男性よりも有意に得点が高かっ

たという大学生における調査結果（井上，２０１１）とは異なるものとなった。近
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年，女性同様に，男性社会のなかにも「やせ」を賞賛する文化が生まれている

という指摘があり（浦上ら，２００９），男性における痩身願望に関する調査も行わ

れてきている。その中で，佐藤・土谷（２０１０）は，高校生の摂食障害傾向に関

する性差について質問紙調査を行った結果，「やせていることへの周囲からの

圧力」については男子の方が女子よりも有意に得点が高かったことを示してい

る。そして，男子高校生がやせ願望が強く，従来男性の身体像として一般的と

考えられてきたものよりも細身の姿を目指している場合が多いと考察してい

る。また，出水ら（２００１）は，男性の摂食障害に関して調査した中で，男子高

校生で体型に不満足な者が７９％に上り，特に外見を重視する傾向が見られる

と報告している。本研究において性差が見られた「体調と外面的身体への囚わ

れ」因子も，他者から見た自分の姿への囚われに関する項目を含み，佐藤・土

谷（２０１０）や出水ら（２００１）と同様に，男子高校生において外面的身体に過度

に囚われやすい傾向が窺えるのではないかと考えられる。すなわち，男子高校

生において，より他者から見られる身体への意識に囚われやすい心性が窺える。

しかし，男子高校生における「痩身願望」には，“その根底には対人関係に関

する欲求の存在”（浦上ら，２００９）が窺え，“『他者からの肯定的な評価を得たい』

といった対人関係に関係する欲求を満たすための，自ら変化を生み出すことが

できる能動的な手段が「痩身」”（浦上ら，２００９）とも説明されるように，他者

からの肯定的な評価を得たいという対人関係を希求する状態が関係していると

も考えられる。このように考えると，男子高校生における外面的身体への囚わ

れの背景として，対人関係における肯定感を得たいという心的背景も窺え，こ

の時期の複雑な心性が窺える。ただし，本研究で有意差が見られた「体調と外

面的身体への囚われ」因子は，上記のような外面的身体だけでなく，からだの

調子といった体調をも含む項目であるため，一概に外面的身体への囚われの高

さとは言えず，今後より詳細に検討する必要がある。

「悩むことに対する意識性尺度」について，信頼性を検討するため，各下位

尺度で α 係数を算出した。その結果，“悩むことへの肯定感”（α＝．８３），“悩

むことへの否定感”（α＝．８８）であり，十分に高い数値であった。そこで，「悩

むことに対する意識性尺度」について各因子得点を算出し，因子ごとに性別に

井 上 久 美 子88



よる比較検討を行った結果，“悩むことへの肯定感”，“悩むことへの否定感”と

もに有意差は見られなかった（順に t（７７．０１）＝－１．０１，ns ; t（９４）＝１．２６，ns）。

大学生の結果（井上，２０１１）では，「悩むことへの肯定感」因子で，女性が男性

よりも得点が高い傾向にあり，「悩むことへの苦痛感」因子においても女性が

男性よりも有意に得点が高く，女子学生における悩むことに対する意識性の高

さが窺われた。しかし，高校生においては大学生に見られたような性別による

違いは見られず，男女ともに悩むことに対して類似した意識性の高さが窺えた

（表２）。

３．高校生における「身体への態度」と「悩むことに対する意識性」の関連

身体へのそれぞれの態度を持つ程度の高さにより，悩むことに対する意識性

がどのように変わるか捉えるため，本研究では群間差を見ることとした。そこ

で「高校生版身体への態度尺度」について，各因子得点の平均値から１SD以

上を高群，１SD以内を中群，１SD以下を低群の３群とした。「高校生版身体へ

の態度尺度」の各因子の３群を独立変数，「悩むことに対する意識性尺度」の

下位因子得点をそれぞれ従属変数とする一元配置分散分析を行った。

その結果，「からだへの尊重感」に関しては，“悩むことへの肯定感因子”得

点において群による有意な主効果が見られ（F（２，９３）＝１０．９８，p＜．００１），「か

らだへの尊重感」の高群が中群及び低群よりも有意に“悩むことへの肯定感因

子”得点が高く（順に p＜．０５，p＜．００１），また中群は低群よりも有意に得点が

高かった（p＜．００５）。つまり，身体感覚に気づいたり味わったりすることを

大切にするというように自分のからだの感じへの尊重感を高く持っている人ほ

表２ 高校生における各尺度・因子の平均（SD）
男子（N＝４７） 女子（N＝４９） t 値

身体への態度

からだへの尊重感 ３．９９（．８６） ３．８８（．６３） ．７３

体調と外面的身体への囚われ ４．０３（．９１） ３．５４（．７８） ２．８５＊＊

悩むことに対する意識性

悩むことへの肯定感 ３．４２（１．１５） ３．６２（．７３） －１．０１

悩むことへの苦痛感 ４．０２（１．３８） ３．７０（１．１１） １．２６
＊＊p<.01
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ど，日常生活で悩むことを肯定的に捉えている様子が窺えた。Brausch & Mue-

hlenkamp（２００７）も高校生において身体へのいたわりの態度を持つことが重

要であることを指摘しているが，本研究においても，自らの身体感覚に気づい

たり味わったりすることを大切にしようとする態度が悩むことへの肯定感と関

連していることが示された。

次に，「体調と外面的身体への囚われ」に関しては，“悩むことへの肯定感因

子”，“悩むことへの苦痛感因子”のいずれにおいても，群による有意な差は見

られなかった（順に F（２，９３）＝．９３，ns ; F（２，９３）＝１．５８，ns）。すなわち，「体

調と外面的身体への囚われ」の強さと「悩むことに対する意識性」には関連が

見られなかった（表３）。

大学生における結果（井上，２０１１）でも，本研究で得られた結果と類似して，

「からだへの尊重感とリラクセイション」の高さが「悩むことへの肯定感」の

高さと関連があることが示されていた。つまり，高校生から大学生にかけての

青年期において，自らのからだの感じ（内面的な身体感覚）に意識を向け，そ

れを手掛かりにしながら身体をいわたる態度を持つことは，悩むことに対する

肯定的な感覚を育む可能性が示された。したがって，高校生の世代においても，

心理的支援のあり方として，身体感覚への気づきを促し，身体をいたわる態度

を育む心理教育を行うことの有効性が示唆された。

ただし，本研究の結果では，「体調や外面的身体への囚われ」と「悩むこと

に対する意識性」との関連は見られなかった。これは大学生における結果（井

表３ 高校生における「身体への態度」の各因子における「悩むことに対する
意識性」の各因子得点の平均(SD)

からだへの尊重感

F 値 多重比較

体調と外面的身体への
囚われ

F 値
高群 中群 低群 高群 中群 低群

N＝１４ N＝７０ N＝１２ N＝１５ N＝６８ N＝１３

悩むことへの
肯定感

４．２０ ３．５５ ２．６０
１０．９８＊＊＊ 高＞中,低

中＞低
３．８０ ３．５０ ３．３２

．９３
（１．０７） （．８５） （．７１） （．９９） （．９６） （．９１）

悩むことへの
苦痛感

３．６３ ３．８８ ４．００
．３２

４．３８ ３．７６ ３．７５
１．５８

（１．５７）（１．１２）（１．６５） （１．２３）（１．１９）（１．５３）
＊＊＊p＜．００１
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上，２０１１）と異なるものとなった。大学生においては，「外面的身体への囚わ

れ」，「からだの調子への囚われ」の両因子ともに，「悩むことへの苦痛感」と

の関連が見られたが，高校生においてはそのような関連が見られなかった。

４．高校生における「身体への態度」と「現実不適応感」との関連

「現実不適応感」に関する尺度について，信頼性を検討するため，サブスケー

ルごとに α 係数を算出した。その結果，“実行力欠如”（α＝．５４），“精神衰弱”

（α＝．６７），“身体的疲労感”（α＝．５０）であった。“実行力欠如”，“身体的疲労

感”のサブスケールは α 係数の値が高い値と言えないため，以降の分析から

外した。“精神衰弱”の α 係数も十分に高い値とは言い難いが，井上（２０１１）

の調査において“精神衰弱”と「身体への態度」との関連について分析を行っ

ており，その比較が本研究においても重要であると考えられたため，“精神衰

弱”のみ以降の分析を行うこととした。

「からだへの尊重感」の３群を独立変数，“精神衰弱”得点をそれぞれ従属

変数とする一元配置分散分析を行った。その結果，群による有意な差は見られ

なかった（F（２，９３）＝．６８，ns）。すなわち，身体への肯定的意識の程度は精神

衰弱との関連がないことが示唆された。

次に「体調と外面的身体への囚われ」の３群を独立変数，“精神衰弱”得点

をそれぞれ従属変数とする一元配置分散分析を行った。その結果，群による有

意差が見られた（F（２，９３）＝１０．３３，p＜．００１）。下位検定の結果，「体調と外面

的身体への囚われ」の高群が低群よりも有意に得点が高く（p＜．００１），中群

が低群よりも得点が高かった（p＜．００５）。すなわち，体調や人から見た外見

的な身体への意識に囚われている傾向が強いほど，「抑うつ感」と類似した内

容である精神衰弱が高い様子が窺えた（表４）。これは「外面的身体への囚わ

れ」が強いほど，“精神衰弱”が高く，また「からだの調子への囚われ」が強

い人も，“精神衰弱”が高かったという大学生における結果（井上，２０１１）とほ

ぼ同様の結果と言えよう。先行研究からも，高校生の時期が外面的身体を自ら

の重要領域として捉える傾向が示されており（高坂，２００８），高校生にとって外

面的身体は自己概念の中で重要な領域を占めるだけに，そのような自らの外面
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的身体や体調に過度に囚われている場合には，抑うつ感と似た精神衰弱が高ま

りやすい可能性も考えられる。したがって，高校生という時期が特に，外面的

身体に囚われやすい時期であり，そのような囚われから抑うつ感を持つことも

ありうるという心性を理解した上で心理的支援を行っていくことが重要だと考

えられる。

�．総合考察
本研究の結果から，高校生において「身体への態度」と「悩むことに対する

意識性」の関連が示され，日常生活において身体感覚を大切にするなど「から

だへの尊重感」を持つ意識が高い人は，「悩むことは自分を成長させてくれる」

といった悩むことへの肯定感が高いことが示唆された。これは，身体感覚を大

切にし，リラクセイションを心がける意識が高い人は，悩むことへの肯定感が

高いという大学生の結果（井上，２０１１）と類似したものとなった。また，身体

への態度についての性差による違いも見られ，男子の方が女子よりも「体調と

外面的身体への囚われ」得点が高いという結果が得られ，高校生の時期が特に

男子において，外面的身体や体調に囚われやすい時期である可能性が示唆され

た。しかし，特に外面的身体への囚われは，対人関係における肯定感を希求す

る心性との関連も指摘されており（浦上ら，２００９），今後より詳細な検討が必要

である。

以上のことから，身体への関心が高まりやすく，自らの身体とどう向き合う

かが課題となりうる高校生の時期において，外面的身体や体調に囚われやすい

自分の心のあり様と折り合いをつけながら，内的な身体感覚にありのままに気

表４ 高校生における「身体への態度」の各因子における「精神衰弱」得点の
平均（SD）

からだへの尊重感

F 値

体調と外面的身体への
囚われ

F 値 多重比較
高群 中群 低群 高群 中群 低群

N＝１４ N＝７０ N＝１２ N＝１５ N＝６８ N＝１３

精神衰弱
３．６１ ３．７６ ３．４０

．６８
４．３３ ３．７３ ２．７３

１０．３３＊＊＊ 高＞低中＞低（１．３８） （．８７） （１．４３） （１．２４） （．９１） （．６９）
＊＊＊p＜．００１
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づき，それを大切にしようとする意識的態度が，悩むことへの肯定感と繋がる

可能性が示唆された。したがって，高校生への心理的支援において，“身体へ

の理解”や“身体感覚への気づき”に焦点を当てたアプローチも有効であると

考えられる。井上（２０１２）は，大学生を対象に身体感覚への「気づき」を促す

実践として肩上げ課題などの動作法を用いたワークを行っている。その結果，

動作課題を遂行していく過程を通して，大学生が心身の状態を客観化できたり，

心地よい状態にできる体験が得られた様子が示されている。したがって，今後，

高校生を対象とした身体感覚への適度な気づきと身体へのいたわりを促すよう

な動作法などを用いた身体的アプローチの実践についても検討していきたいと

考える。

本研究における課題として，高校生の身体への態度を実証的に捉えるための

質問紙の作成を試みたが，その尺度内容が適切であったか疑問が残る。本研究

では，大学生を対象に行った質問紙をもとに項目を作成したが，高校生の中に

は，身体的変化を経験している途上にあり，その変化に伴う身体へのとまどい

や不安を今まさに体験している者も多いと考えられる。本研究で作成された質

問紙では，そのような身体への態度を捉えることには限界があった。したがっ

て，今後はそのような高校生の実態をより詳細に捉えられるような項目を検討

していく必要がある。
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